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平成 29年度　町長施政方針

平成29年３月町議会定例会における町長の施政方針
を要約してお知らせします。

周防大島町長　椎木　巧

　

私
は
、
昨
年
10
月
の
町
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
無
投
票
に

よ
り
３
期
目
の
町
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
今
期
の
４
年
間
の
間
に
は
合
併
後
15
年
を
迎
え
る
こ
と
と

な
り
、
財
政
的
な
優
遇
支
援
が
終
わ
る
こ
と
や
、
人
口
減
少
に

歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
な
ど
大
き
な
課
題
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
に
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ

り
ま
す
。

　

私
は
、
周
防
大
島
町
の
２
代
目
の
町
長
と
し
て
、
合
併
当
初

か
ら
の
課
題
で
あ
る
「
財
政
の
健
全
化
」
を
第
一
に
掲
げ
、
行

財
政
改
革
を
推
進
し
、
そ
れ
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
た
財
源
で
生

活
関
連
施
設
の
整
備
や
防
災
対
策
、
子
育
て
支
援
を
充
実
す
る

と
と
も
に
、
農
業
、
漁
業
と
町
の
固
有
の
財
産
で
あ
る
豊
か
な

自
然
や
文
化
と
の
連
携
を
密
に
し
た
観
光
交
流
人
口
１
０
０
万

人
を
目
指
し
、更
に
は
「
交
流
か
ら
定
住
へ
」
を
合
言
葉
に
、『
幸

せ
に
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
』
の
実
現
に
向
け
、
町
民
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
支
援
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
職
員
と
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

観
光
交
流
人
口
１
０
０
万
人
構
想
は
、
も
う
少
し
で
手
の
届

く
と
こ
ろ
ま
で
と
な
り
ま
し
た
が
、
人
口
減
少
と
地
方
創
生
と

い
う
大
き
な
課
題
に
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
特
に
子
育
て
支
援

や
教
育
環
境
の
充
実
を
図
り
、
定
住
対
策
に
更
に
積
極
的
な
一

歩
を
踏
み
出
す
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

加
え
て
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
通
り
、
合
併
に
よ
る
財

政
支
援
が
終
了
す
る
こ
と
に
鑑
み
、
い
ま
一
度
原
点
に
立
ち
返

り
、
行
財
政
改
革
に
取
り
組
む
必
要
性
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
本
年
度
を
第
２
次
の
行
財
政
改
革
元
年
と
位
置
付

け
、
果
敢
な
行
財
政
改
革
に
邁
進
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、平
成
29
年
度
に
お
け
る
重
点
政
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
年
も
「
定
住
対
策
」、「
防
災
安
全
対
策
」、「
健
康
づ
く
り
」

を
３
本
の
柱
に
掲
げ
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

重
要
課
題
の
第
一
は
、「
定
住
対
策
」
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
に
実
施
さ
れ
た
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
り
ま
す

と
、
本
町
の
人
口
は
１
万
７
１
９
９
人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

前
回
調
査
よ
り
１
８
８
５
人
、
９
・
９
％
の
減
と
い
っ
た
状
況

で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
高
齢
化
率
は
51
・
９
％
と
な
り
、
全
国
平
均
を
大
き

く
上
回
っ
て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
に
掲
げ
る
「
安

定
し
た
雇
用
の
創
出
」、「
新
し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
る
」、「
若

い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
叶
え
る
」、「
安
心

な
暮
ら
し
を
守
り
、
連
携
し
た
地
域
の
創
造
」
と
い
う
４
本
の

基
本
目
標
達
成
に
向
け
、
地
元
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
も
移
住

し
て
こ
ら
れ
た
方
も
、誰
も
が
主
役
と
な
れ
る
町
と
な
る
よ
う
、

や
れ
る
こ
と
は
何
で
も
や
る
覚
悟
で
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

第
二
は
「
防
災
安
全
対
策
」
で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
町
民
の
生
命
や
財
産
を
守
り
、
安
全
・
安
心
な
生
活

を
確
保
す
る
こ
と
が
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
何
よ
り
も

大
切
と
考
え
、
学
校
や
病
院
の
耐
震
化
率
１
０
０
％
の
達
成
、

町
内
全
戸
に
防
災
無
線
個
別
受
信
機
の
設
置
、
ま
た
、
18
カ
所

の
防
災
備
蓄
倉
庫
設
置
な
ど
、
こ
れ
ま
で
防
災
・
減
災
に
関
す

る
施
策
を
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

本
町
は
、「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
特
別
措
置
法
」に
基
づ
き
、

瀬
戸
内
海
沿
岸
他
市
町
と
と
も
に
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対

策
推
進
地
域
」
の
指
定
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
の
熊
本
地
震
や
、
近
年
に
お
け
る
台
風
の
巨
大

化
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
り
甚
大
な
被
害
が
国
内
外
で
頻
繁
に
発

生
す
る
と
い
う
状
況
の
中
、ど
の
よ
う
な
災
害
に
お
い
て
も「
自

助
」
で
あ
る
災
害
へ
の
備
え
、「
共
助
」
で
あ
る
地
域
の
支
え

合
い
と
い
う
、
地
域
防
災
力
の
強
化
と
幅
広
い
対
応
が
必
要
不

可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
へ
の
支
援
を
継
続
し
、「
公
助
」
と
連
携
し

た
「
自
助
」
と
「
共
助
」
に
よ
る
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分

た
ち
で
守
る
」
と
い
う
地
域
の
絆
を
よ
り
一
層
進
め
、
あ
ら
ゆ

誰 も が 主 役 に な れ る 町


